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発
刊
に
あ
た
っ
て

し
､
今
回
､
第
言
下
を

発
刊
す
る
こ
と
が
で
き

ま

し

た

｡

垂

の
目
的
を
､
垂
l
J

北
竜
野
首
覇
は
､
昭
和
五
十
四
年

に
樽
成
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
が
､
1
昨
年

の
妻
あ
加
盟
簡
催
以
来
､
今
ま
毒
帝
気

味
で
あ
っ
左
没
等
蔀
活
動
が
J
讐
活
気

を
み
せ
て
き
事
L
i
J
｡

今

ま

要

か

っ

た

支

毒

血

を

､

今
年
度
か
ら
一
年
間
に
二
回
､
各
部
会
の
協
力
に

よ
っ
て
発
行
す
る
よ
っ
J
今
年
度
の
事
業
に
計
画

員

へ

の

葦

ど
の
役
目
を
ほ
た
す
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
し
ま

す
ゥ

そ
,
J
て
'
こ
の
支
毒
恥
に
よ
り
'
支
都
内

A

霞

間

の

虫

垂

計

ら

れ

至

っ

に

し
た
い
も
の
で
す
｡

支
警
す
る
1
番
の
苦
労
は
､
原

稿
の
攻
集
で
あ
り
､
ど
っ
か
舎
如
意
比
に
は
身
近

な
槽
報
･
聾
と
､
何
で
も
よ
ろ
し
い
の
で

全
道
集
会
ま
で
あ
と
一
ケ
月

参
加
申
し
込
み
は
早
め
に

隔

年

毒

し

て

い

る

'

北

藁

連
の
F
難
癖
患
者
･
撃
豪
族
の
嚢
雷

ま
で
あ
と
1
ケ
月
を
き
り
ま
し
た
｡

1
昨
年
の
鯛
箆
開
催
の
替
り
に
は
､
也
花
は
も

と
よ
り
､
蓋
か
ら
大
勢
の
方
々
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
､
数
多
く
の
感
動
と
出
会
い
が
あ
り
､●

参
加
し
た
皆
さ
ん
に
は
大
審
章
ん
で
い
た
だ
い
た

も
の
と
零
し
て
お
り
ま
す
｡

今
年
度
の
盛
会
は
､
当
葡
董
蘭
で
警
予

定
で
し
な
が
'
嚢
の
埜
口
に
よ
り
急
き
ょ

十
勝
で
歯
催
さ
れ
る
事
と
な
り
ま
し
た
｡

支

垂

の

篭

し

て

下

さ
る
き
っ
､
協
力
を
切
に
お
願
い
し

ま
す
｡こ

の
垂
は
､
支
静
内
の
患
者

含
只
､
寒
害
丁
刀
A
宏
l
W
､
そ
し

て
道
内
垂
茶
と
嘉
､
行
政
関

係
者
に
配
布
す
る
予
定
で
す
｡

こ
の
盛
閑
話
に
つ
い
て
､
禦
愚
見

･
御
要
尊
や
琴
r
薪
あ
り
ま

し
た
ら
J
ど
っ
か
霊
支

部
役
員
へ
申
し
つ
け
下
さ
い
｡

口

日

程

顧
惟
日
に
つ
い
て
は
､
覇
り
車

が
な
い
か
ぎ
り
'
毎
回
八
月
の
第
1

土
･
塁
さ
れ
て
い
る
事

も
あ
り
､
A
星
･
は
八
月
五
･
六
日
の

二
日
間
､
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
参

加
者
は
七
R
ま
で
の
三
R
尚
と
な
り

ま
す
｡

豊
川
川

空
所
は
'
轟
塩
見
と
音

更
町
文
化
セ
ン
タ
ー
ほ
か
で
実
漉
き
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●

九
､
卓
也
本
部
並
び
に
琴
丁
癖
の
雲
石

に
お
い
て
､
詳
細
に
携
訂
し
て
い
る
最
中
で
あ
り

ま
す
が
､
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次
の
と
お
り
で
す
｡

ザ
ノ
ロ
グ
)
リ
ノ
ム

こ
記
念
レ
セ
プ
､
ン
ヨ
ン

八
月
五
日
(
土
)
　
手
堅
八
時
よ
り

士
鰐
川
速
見
･
笹
井
ホ
テ
ル

二
)
萎
六

八
月
六
日
(
日
)
　
牛
丸
甲
甲

音
更
町
文
化
セ
ン
タ
ー

音
更
町
塞
ハ
栄
中
学
校

●三
)
合
葬
慧
五

八
月
六
日
(
日
)
　
午
後

音
更
町
文
化
セ
ン
タ
ー

締
切
り
間
近
か
で
す
　
申
込
み
お
急
ぎ
下
さ
い
⊥

以
上
が
1
泊
二
日
の
日
程
で
す
｡

な
お
､
オ
ブ
シ
n
十
ル
ツ
ア
-
参
加
者
は

四
)
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー

八
月
六
日
(
日
)
　
夕
方

妖
∽
別
潮

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
嶺
原

と
な
っ
て
お
り
ま
す
.
 
｡

･
分
科
A
石

分
科
会
で
は
別
記
の
と
お
り
､
各

覇
盟
茶
に
よ
る
医
霊
望
K
･

肇
と
の
計
画
ぎ
し
て
い
る
部

ム
妄
り
ま
す
｡

ア
　
ー
ー
叫
ノ
ク
､
y
 
Y
コ
ン

◆
ベ
ア
ー
ズ
･
ハ
ー
モ
ニ
カ
ク
イ
ン

テ
ッ
ト

賓
1
1
+
年
か
ら
昭
和
三
十
四
年
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に
か
け
て
､
壷
十
生
リ
ー
ド
A
妾
コ
ン
ク
ー
ル
　
ズ
･
ク
イ
ン
テ
ッ
ト
盲
点
成
し
た
｡
　
　
　
よ
峯
毛
管
あ
る
､
第
十
回
日
本
ハ
ー
モ
ニ
カ

で
A
畢
独
奏
に
入
野
し
､
萱
草
凌
　
昭
和
五
十
八
年
に
第
一
回
義
挙
要
義
催
､
賞
を
唱
型
(
+
三
年
五
月
に
東
基
点
で
受

リ
_
ド
ム
美
田
で
醤
T
し
た
当
時
の
メ
ン
バ
ー
が
　
そ
の
年
･
全
日
本
ハ
ー
モ
ニ
カ
コ
ン
テ
ス
ト
に
三
　
琴
新
し
い
ハ
-
モ
ニ
盈
轟
の
創
造
と
'
そ
の

中
心
に
な
っ
て
､
二
十
三
年
後
の
昭
和
五
十
五
年
　
位
入
賞
を
は
じ
め
､
昨
年
の
問
コ
ン
テ
ス
ト
ま
で
　
普
及
と
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
皇
右
九

八
月
に
ず
二
言
-
ハ
ー
モ
ニ
カ
･
ベ
ア
-
　
に
上
位
入
賞
を
四
回
J
全
日
本
ハ
ー
モ
ニ
カ
垂
　
て
い
る
｡
そ
の
グ
ル
ー
プ
名
も
F
ベ
ア
ー
ズ
･
<

-
モ
ニ
カ
･
タ
イ

(
ゆ
聾
妙
･
料
･
3
秒
-
蘭
)

ン
テ
ッ
ト
b
と
改

称
し
､
背
広
･
十

響
中
心
に
他
都

市
で
の
公
演
な
ど
､

ハ
ー
モ
ニ
カ
に
よ

る

変

奏

髪

て

い

る
｡

ク
ロ
マ
チ
ッ
ク

･
ハ
ー
モ
ニ
カ
奏

者
の
早
川
健
氏
は

昭
和
五
十
九
年
の

全
日
本
ハ
ー
モ
ニ

カ
･
コ
ン
テ
ス
ト
.

ク
ロ
マ
チ
ッ
ク
部

門
で
ト
ッ
プ
と
な

り
､
喝
型
ハ
十
年

に
日
本
ハ
-
モ
こ

霊

し

て



@

●

い
る
.

◆

墓

十

東

栄
士
狩
の
獅
子
舞
の
ル
ー
ツ
は
､
空
開
拓
の

頃
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
>
大
人
の
手
に
よ
る
獅
子

舞
保
存
会
か
あ
峯
か
､
奉
唱
型
=
十

年
に
養
さ
れ
て
郷
圭
一
悪
習
＼
も
り
立

て
て
い
V
た
め
に
熱
心
に
蛮
し
て
い
ま
す
｡
団

員
は
､
小
学
校
四
年
生
以
上
の
男
子
十
八
名
で
構

成
さ
れ
､
保
存
会
の
方
々
の
梅
等
の
も
と
､
獅
子

舞
の
振
付
け
､
お
は
や
し
の
簸
腎
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
｡

◆
音
更
バ
ト
ン
ト
ワ
ラ
ー
ズ

現
在
､
三
才
基
工
ハ
年
生
ま
で
約
四
十
人
の

女
の
子
た
ち
で
毎
週
木
曜
日
､
楽
し
く
漁
習
を
し

て
い
ま
す
｡
音
憲
ま
つ
り
･
ハ
ナ
ッ
ク
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
･
霊
レ
ま
つ
り
･
讐
つ
り
､

そ
し
で
震
ハ
ト
ン
ト
ワ
ラ
ー
ズ
と
合
同
で
､
動

物
隊
開
園
ま
つ
り
･
平
停
ま
つ
り
な
ど
に
宗
し

て
､
元
気
い
っ
ぱ
い
踊
り
ま
し
た
｡

当
日
も
元
気
い
っ
ぱ
い
､
か
わ
い
い
ダ
ン
h
r
を

し
ま
す
の
で
療
し
て
下
き
い
｡

参

加

肌

申

丁

込

萱
者
は
､
締
切
も
迫
っ
て
い
ま
す
の
で

額
じ
込
み
の
ハ
ガ
キ
を
讐
す
る
か
､
下
記
あ
て

に
電
話
で
参
加
の
申
し
込
み
を
エ
会
土
豪
し
て

下
さ
い
｡

T

C

,

北

萱

州

軍

務

局

憲
局
長
　
等
小
夜
子

血
　
0
)
5
4
ふ
2
･
4
9
8
8
　
童
話

取
　
0
)
5
4
･
5
4
も
2
2
0
　
渡
部
自
動
車

⑧

北

室

長

義

兵

　

上

田

　

弘

凪
　
O
l
ご
7
-
2
･
3
8
6
8
　
日
宅

地
　
0
1
5
4
7
-
2
･
2
)
3
1
　
白
糠
営
林
署

⑨

北

蓋

叩

支

部

各

役

員

別
記
の
今
年
萱
名
簿
に
よ
る

と
有
ノ
､
こ
れ
は
い
ず
れ
も
パ
ス
姦
甲
し
た

場
合
の
料
金
で
す
｡

ま
た
､
重
野
嘉
静
の
会
田
に
は
､
参
加

人
数
に
よ
り
参
加
萱
用
の
7
部
を
補
助
す
る
こ
と

を
毒
し
て
お
り
ま
す
｡

(
詳
細
は
､
支
部
長
ま
た
は
奄
鹿
局
長
に
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
)

｣
ハ
7
ハ
の
運
行

霊
は
､
釧
路
か
ら
次
の
と
お
り
バ
ス
が

◆
行
き
の
運
行

郭

小

十

参
加
費
用
に
つ
い
て
は
､

▲
1
泊
ツ
ア
ー
　
大
人

小
人

一
五
〇
〇
〇
円

一
〇
〇
〇
〇
円

▲
二
的
ツ
ア
-
大
人
　
二
五
〇
〇
〇
円

小
人
　
1
五
〇
〇
〇
円

二
六
時
二
〇
分
署
)

◆
帰
り
の
運
行

二
へ
日
二
六
時
発
)

二
九
晴
着
)
　
H
八
時
着
)



.i'E要

蓋裏
午

義

むこで

主,tl.真

裏葦妻

言責右掴分套斉

r弟甚営t金力　会｣入金のお　鵬t･ヽ

(Jl)it,ik鼻拝塀連は. 24の点老t41姑と1 7の稚Jd支捗で範tさ

れ.医振放特の迎少　社会7i牡の向上を目指して砧為しており.千

の荘官は､北海iB並tFに廷内各市rr村からのal肋&革でRL)れてい

ます.

しかし.それf..Fけでは充分でなく.各7(書金話幼　く舗tLA打斡旋

事業･物品JE尤･3F企af･tA力金Jt切炭)により繋金を姓出し.誠

助を#妊しています.

(〟)北iI丑#常連iI粍支好は､ 1市3rTl村(d舟市･d舟Tl

白♯町･音ZIIJr･h居村)Jr内に居住するqt痢点者･家族が加入し

ております.

しかし,当地城に多くのZt柄患者･P書者が居住しているにもか

かL)らす､多(の方が患者q々の不実を持ちなからー　ZL牡な生塙を

しているのが共有であり､当地dにはその寄り所となるJI戊がない

のが現状であります.

そこで.当地4における点者　手洗の寄り所となも　r支好事ZB所｣

の必野性を輔重し_　文辞虫月一九となって支好事Jl所枚EEL=P]けて

耽り拡むことを決JlLました.

資金的に苫耳を伴うことではありますが､事務所没aEにより<広

い請動･ PTかれた謡曲を日冷し､ Zl牡で711抜するところがなくSaiJL

でおられる足首さん方に気軽に.御用できる濫口にすることを目指

します.

曹枚方各位のgI&抜　群tA力によりまして. (〟)北砧追杜籾連小

路支辞を支えるf=d)の｢j¥甘仏力食｣ lこ､是非入会して下さいます

よう宜し(おqいIllL上げま-.

な玖　このjF昔tA力会すlム　ーヰ札性にある(y)北か盗Ji柄連に

入金されますが,故臥　当文辞に■元され. I_i好運宵や)として

満fFlさせていただきます.

(朋)北糾遭fL瑞辻　tT持支鈷

支d長　上　rq　　　臥

d招Ir)且ケ神大沌り3r 1

点AI nl14Itl

◆
愚
閑
話
の
発
行
　
年
二
回

◆

蓋

設

に

む

け

て

取

り

組

む

●

慧

会

支

聾

芯

裏
金
蕃
加
へ
十
勝
)

患
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